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全体の構成全体の構成

第１章
「生きる力」を育む魅力ある高校と地域づくりの推進
－地域に根ざした小さな高校が魁けた大きな教育効果を全県に広げ、

全国に誇れる島根らしい魅力ある高校づくりを進める－

１ 学校と地域の協働体制の充実
２ 地域資源を活用した特色ある教育課程の推進
３ 多様な学びの保障
４「学びの成果」の捉え方・示し方の開発と、学校評価の改善
５「しまね留学」による県外からの生徒の受入れ

第２章
生徒自らが選び、学び、夢を叶える高校づくりの推進
－主体的な学習を促し、個性、適性、志向性に応じた多様な学びを

生徒一人ひとりが追求できる、魅力ある高校づくりを進める－

１「求める生徒像」の確立と入学者選抜方法の改善
２ 特色ある学科・コースの設置による、主体的な学びの推進
３ 生徒の主体性が発揮される高校づくりの推進
４ 教育上の配慮が必要な生徒の学びへの支援
５ ＩＣＴを活用した授業改善の推進

第３章
将来を見通した教育環境の整備

－将来を見通した各高校・指導の在り方の実現に向けた環境整備を推進する－

１ 地域別の高校の在り方
２ 教職員の働き方改革、教員の確保と育成
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「生きる力」を育む魅力ある高校と
地域づくりの推進

第１章

－地域に根ざした小さな高校が魁けた大きな教育効果を全県に広げ、
全国に誇れる島根らしい魅力ある高校づくりを進める－

１ 学校と地域の協働体制の充実
⑴ 学校と地域との協働の推進

〇 高校魅力化コンソーシアムが充実した取組を行うことができるよう支援
〇 高校・地域の特色を生かした高校魅力化コンソーシアムの取組を支援

⑵ 高校魅力化コンソーシアムの持続可能な運営
〇 事例収集、法人化を含めた体制の在り方の研究

⑶ 卒業生とのつながりづくり
〇 探究学習や進路学習等において関わる機会の提供など、つながりづくりを推進

２ 地域資源を活用した特色ある教育課程の推進
⑴ 各高校における探究的な学びの推進

〇 教科学習とのつながりを意識した探究的な学びの推進
〇 自己の在り方生き方や進路とのつながりを見出せる探究的な学びの推進
〇 小中学校におけるふるさと教育との有機的なつながりも含めた地域との連携・協働
〇 大学や地域との連携・協働による学びの機会や高校生同士が学びを共有する機会を

オンライン等を活用して確保
〇「総合的な探究の時間」等の探究学習に係る校内指導体制の充実

⑵ 探究的な学びの更なる普及・充実に向けた支援
〇 指導資料等を活用した効果的な指導方法の研究や教材の開発を支援
〇 学びの成果を他校や地域などへ発表・共有する場の設定
〇 実践研究指定校などの先駆的な取組成果の普及

⑶ 各高校におけるキャリア教育の更なる充実
〇 主体的に自己の在り方生き方を決定する力を育む探究的な学びの推進
〇 生徒の実態を踏まえた多様な体験学習の充実
〇 キャリア・パスポートの活用などを通した生徒のキャリア形成の支援の充実

⑷ 高大連携の更なる推進
〇 大学進学への進路選択の拡大に向けた県内大学との連携推進
〇 大学との協働による探究的な学びの充実
〇 高大連携推進員の配置
〇 連携の在り方について、県内大学と検討

⑸ 地域資源を活用した教育活動に関わる各主体間の役割最適化
〇 教職員、地域住民、コーディネーター等に求められる役割の整理と協働

⑹ コーディネート人材の確保・育成
〇 大学や市町村などとの連携・協働
〇 人材確保・育成とネットワーク化により人材間の有機的な結びつきを促進
〇 配置・育成の在り方や処遇の改善に向けた方策、国への働きかけなど手法の検討
〇 連携事例等の収集、情報提供
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３ 多様な学びの保障
⑴ 各高校における生徒が主体となる授業デザインを目指した授業改善の推進

〇「学びに向かう力」の育成に向けた取組の推進
〇 授業における学習内容と学校外学習を結び付ける取組の推進
〇 協働学習アプリ等の場面に応じた適切な活用

⑵ 教員の指導力向上に向けた取組の推進
〇 協調学習等の授業実践研究を行う取組の継続を通した教員の指導力向上
〇 教科指導技術の伝達を目的とした非常勤講師任用の継続的な検討

⑶ これからの社会を生きるための資質・能力の育成に向けた教育の充実
〇 理数系、デジタル系人材育成に向け、取組の継続的な検証と改善及び先駆的な取組の成果の普及
〇 国際性を備えた人材の育成に向け、取組の継続的な検証と改善及び国内の先駆的な事例研究
〇 留学生や帰国・外国人生徒等の受入れ体制の充実
〇 多様な越境体験の機会の創出

⑷ 小規模校等における多様な学びの保障に向けた取組の推進
〇 教員の加配及び特別免許状の交付や特別非常勤講師の任用・配置の継続的な検討
〇 配信拠点センターからの遠隔授業など先駆的な取組の成果の共有と普及

⑸ 地域における学びの場づくり
〇 子どもたちが主体的に、公民館等を中心とした地域活動に参画し、地域とつながる取組の支援

⑹ 部活動の充実
〇 部活動指導員などの地域人材を活用する学校への支援
〇 地域人材の幅広な確保及び段階的な養成の推進
〇 合同部活動等の取組の推進
〇 学校の指導体制や地域の協力体制に応じて、生徒の多様なニーズに応じた活動のできる環境づくり
〇 競技ごとに「島根かみあり国スポ強化指定校」を指定し、競技力の向上の取組を推進

４ 「学びの成果」の捉え方・示し方の開発と、学校評価の改善
⑴ 各高校における観点別学習状況の評価を通じた指導方法の改善、生徒の学習意欲の向上

〇 生徒の幅広い資質や能力を評価する手法の開発
〇 形成的評価に基づく指導の在り方について継続的な研究と実践
〇 ルーブリック作成など客観性のある評価手法の開発と実践

⑵「指導と評価の一体化」の推進に対する支援
〇 学びの状況の客観的な把握手法や各種の教育データの活用方法について研究
〇 主幹教諭や教務主任等を対象とした研修を実施
〇 県内外の好事例の共有

⑶ 実効性の高い学校評価の推進、地域への情報発信
〇 目指す学校像などに基づく評価項目設定により実効性の高い学校評価の実施
〇 積極的な情報発信による課題共有と学校運営への反映

⑷ 高校魅力化の取組に係る評価の効果的な活用の促進
〇 グランドデザインの評価指標としてアンケート結果を活用できるよう、研修を実施
〇 アンケート結果を活用した取組の事例収集及び情報提供

５ 「しまね留学」による県外からの生徒の受入れ
⑴ 県外からの生徒の受入れ

〇 各高校と市町村等の協働による県外からの生徒の受入れの実施
〇 グランドデザイン等の丁寧な説明と高校所在地域の魅力や生活がイメージできる広報の工夫
〇 国際交流関係機関等との連携による在外教育施設等からの生徒受入れの研究

⑵ 県外からの生徒受入れ施設等を市町村等と連携して確保・整備
〇 寄宿舎に加え、市町村の交流・研修施設など地域資源を活用して確保・整備
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生徒自らが選び、学び、夢を叶える
高校づくりの推進

第２章

－主体的な学習を促し、個性、適性、志向性に応じた多様な学びを
生徒一人ひとりが追求できる、魅力ある高校づくりを進める－

１ 「求める生徒像」の確立と入学者選抜方法の改善
⑴ 各高校における特色選抜に係る新たな選抜方法の導入や出願要件に関する継続的な検証と改善
〇 各校独自の選抜方法の導入に向けた継続的な研究
〇 総合選抜及びスポーツ特別選抜の出願要件について、継続的な検証と改善

⑵ 高校入学者選抜の在り方に係る継続的な検証と改善
〇 総合選抜の募集人員、一般選抜における個人調査報告書等と学力検査の比率等について継続的な検証と改善
〇「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」を適切に評価できる学力検査の継続的な検証と改善
〇 インターネット出願システムの導入など出願手続き全体の簡素化、デジタル化に向けた取組
〇 長期欠席者等を対象にした個人調査報告書を選抜の資料に用いない選抜方法の導入など対応の継続的な研究

２ 特色ある学科・コースの設置による、主体的な学びの推進
⑴ 普通科高校

① 各高校の実情や生徒の進路に対応した教育課程の編成、新たな学科・コースの設置や学校設定教科・
科目の開設検討

② 単位制の導入検討
③ 新たな魅力ある取組の研究

⑵ 専門高校
① 地域や社会のニーズなど時代に応じた学科の設置や教育課程の編成を検討
② 施設・整備の更新・充実、専門科目担当教員の確保検討
③ 先進的で高度な知識・技術の体験による専門的職業人の育成
④ 探究的な学びを通じた地域社会との関わり
⑤ 近隣高校との連携等による、新たな魅力ある取組の研究

⑶ 総合学科高校
① 教育課程を工夫し、新たな系列の設置等について研究

⑷ 定時制・通信制高校（課程）
① きめ細かな教育活動の推進及びキャリア教育の充実
② 新たな学校設定教科・科目の開設など教育課程を研究
③ 通信制高校の添削指導におけるデジタル教材の活用に向けた研究
④ 通信制高校のオンデマンド教材などメディアを利用した教育の研究、面接指導における対話的・

協働的な学びの推進

⑸ 中高一貫教育校
① 校種間のよりよい連携の在り方の検討
② 地域課題を解決できる人材の育成

３ 生徒の主体性が発揮される高校づくりの推進
⑴ 各高校における実践的な主権者教育

〇 市町村選挙管理委員会等と連携した講演や講義、模擬選挙の実施などの取組の推進

⑵ 各高校における積極的な生徒会活動
〇 校則の見直し、ボランティア活動等への参加、学園祭の運営などに関わる生徒の取組を支援

⑶ 各高校における生徒の学校運営への参画
〇 高校生の学校運営協議会や高校魅力化コンソーシアム等への参画等を推進
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４ 教育上の配慮が必要な生徒の学びへの支援
⑴ 学びのセーフティネットの構築

① 各高校における生徒一人ひとりの実情に応じた柔軟な履修及び単位修得認定
〇 生徒の実情に応じた柔軟な科目履修や単位修得認定について実践、継続的な改善
〇 高２留学等における通信制高校の科目履修を認定する学校間連携の推進

② 帰国・外国人生徒等への日本語指導の充実
〇 宍道高校定時制課程における日本語指導の充実
〇 日本語指導を担当する教員の加配や日本語指導員等の配置の継続的な検討
〇 日本語指導ができる教員の採用・育成について研究
〇 学習活動や日常生活における支援等について、研修等を通じた情報共有
〇 各機関・団体と連携した卒業後のキャリア支援などサポート体制の充実
〇 日本語によるコミュニケーションが困難な保護者への必要に応じた支援

③ 生徒一人ひとりの「学ぶ権利」を保障するための学校づくり
〇 校内の教室以外の場所での個別対応を進めるほか、オンデマンド教材等を用いた学習方法や仕組みづくり

の研究
〇 心理や福祉の専門家と連携した、学ぶ意欲を支える教育相談体制の充実
〇 教育相談員を配置し、個々の状況に応じた支援の充実

５ ＩＣＴを活用した授業改善の推進
⑴ ＩＣＴを活用した情報活用能力の育成と教員の指導力向上

〇 情報活用能力の育成に向け、各種データの活用や生成ＡＩの効果的な利用など先駆的な取組成果の普及
〇 各種研修におけるＩＣＴ活用研修を引き続き実施
〇 県内外の好事例の収集及び共有
〇 DX推進運営支援センターの設置等によるクラウド環境管理やトラブル等への対応
〇 専門家を交えたコンサルティングなど各高校に対する支援及び伴走

⑵ 各高校におけるＩＣＴ活用教育の推進
〇 ＩＣＴ活用推進リーダーやＩＣＴ基盤管理担当者を中心としたＩＣＴ活用教育推進体制を構築
〇 一人一台端末の活用推進による、生徒一人ひとりの学習意欲の喚起と主体的な学びを支援する授業への転換
〇 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた協働学習アプリ等の場面に応じた適切な活用

⑵ インクルーシブ教育システムの推進
① 合理的配慮の更なる理解啓発
〇 各種研修において、合理的配慮に係る内容の取り上げ
〇 合理的配慮アドバイザーの定期的な学校訪問、相談及び指導助言
〇「高等学校における合理的配慮事例集」の事例収集、追補版作成、周知

② 生徒個々の教育的ニーズに応じた個別最適な学びの実践
〇 ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくりの推進
〇 障がい特性に応じたＩＣＴの効果的な活用の推進

③ 通級による指導の更なる充実
〇 研修会などで通級の意義や指導内容などを引き続き周知
〇 効果的な巡回指導の在り方や希望生徒増への対応の研究
〇 各種研修や事例検討・教材研究などの実践的研修機会の提供
〇 関係機関との連携した進路指導と圏域内での実践モデルの共有
〇 通級担当教員と関係教職員との指導目標や内容等の情報共有
〇 通級による指導と学習指導や学校生活全般における指導との連携

④ 高校間及び中学校・高校間での連携強化
〇 圏域における高校間のネットワーク構築及びニーズに応じた研修
〇 個別の教育支援計画の引継ぎや連絡の実施
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将来を見通した教育環境の整備第３章
－将来を見通した各高校・指導の在り方の実現に向けた環境整備を推進する－

２ 教職員の働き方改革、教員の確保と育成
⑴ 教職員の働き方改革
①「教職員の働き方改革プラン」の推進及び業務改善
○ 教職員の勤務状況についてきめ細かな実態把握
○ 調査等の削減・簡素化や次期校務支援システム導入の検討等により、学校が担う業務等の削減、効率化
○ 取組事例の広報、多様な働き方に向けた実践研究、意識改革や業務改善に向けた研修等

② 外部人材の活用や外部委託の推進
○ 困難事案等について教職員を支える専門人材や教員サポーター等の活用
○ 地域人材の活用及び外部委託の推進による、教職員の事務負担軽減等

⑵ 教員の確保と育成
① 効果検証の上、主幹教諭の配置の継続的な検討
② 未開設教科・科目の解消に向けた教員加配の継続的な検討
③ 特別免許状の交付による任用・配置や特別非常勤講師の任用・配置の継続的な検討
④ 教科指導充実のための講師の任用・配置の継続的な検討
⑤ 教員採用試験制度の更なる見直し、積極的な広報
○ 県外会場の設定や人物重視の試験内容への見直しなど日程、会場、試験内容の工夫
○ 県内大学の新卒者対象「島根創生特別枠」の拡充や、併願制度など受験機会拡大に向けた制度の拡充
○ Ｗｅｂ媒体を活用した、教職の魅力発信を含めた積極的な広報

⑥ 若手教職員の不安解消、意欲向上に向けた取組
○ 採用前研修の拡充
○ 県内大学と連携した「若手教員交流セミナー」の開催などサポート体制の強化

１ 地域別の高校の在り方
⑴ 県立高校の在り方について

① 地域における高校・学科の在り方や配置について検討し、適切な定員管理

⑵ 松江、出雲地域
① 志願者数などの推移、入学者選抜制度改正を踏まえた適切な定員管理

⑶ その他地域（松江、出雲地域を除く地域）
① 地域と協働しながら魅力化・特色化を推進

② 新しい学科等の開設や単位制の導入について検討

③ 地域における高校・学科の在り方や配置について検討

⑷ 江津地域における新設校の設置
① 新設校開校準備委員会での検討
〇 基本的な方針に基づき新設校開校に向けて検討

② 準備委員会の報告をもとに、生徒や地域にとって魅力的な高校の新設
○ 準備委員会からの報告をもとに、魅力ある新設校の開校に向けた検討
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＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞
○ 「目指す学校像」、「育てたい生徒像」、特色ある教育課程及び「求める
生徒像」など（グランドデザイン）の明確化

＜グランドデザインの策定完了を受け、実現に向けて＞
⑴ 学校と地域との協働の推進

○ 「高校魅力化コンソーシアム」を全学校で構築・推進
＜持続可能な組織にするために＞

⑵ 魅力化コンソーシアムの持続可能な運営

【新】 ⑶ 卒業生とのつながりづくり

＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞

○ 全校での地域課題解決型学習の実施
＜探究的な学びへ＞

⑴ 各高校における探究的な学びの推進

○ 県教委による地域課題解決型学習の促進支援
＜探究的な学びへの支援＞

⑵ 探究的な学びの更なる普及・充実に向けた支援

⑶ 各高校におけるキャリア教育の更なる充実

⑷ 高大連携の更なる推進

○ 教育魅力化コーディネーターの養成・確保・育成
＜各主体の役割整理と確保・育成に向けて＞

⑸ 地域資源を活用した教育活動に関わる各主体間の役割最適化

⑹ コーディネート人材の確保・育成

○ 教職員の意識向上や資質・能力の育成、学校体制の構築

３　多様な学びの保障
＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞

＜一人ひとりの進路実現に向けた取組の深化＞ ⑴ 各高校における生徒が主体となる授業デザインを目指した授業改善
の推進

⑵ 教員の指導力向上に向けた取組の推進

⑶ これからの社会を生きるための資質・能力の育成に向けた教育の充
実

＜小規模校における課題への対応＞
⑷ 小規模校等における多様な学びの保障に向けた取組の推進

＜地域での学びの場を創造＞
⑸ 地域における学びの場づくり

＜充実に向けて＞
⑹ 部活動の充実

４　「学びの成果」の捉え方・示し方の開発と、学校評価の改善
＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞

＜評価手法の開発・実践＞ ⑴ 各高校における観点別学習状況の評価を通じた指導方法の改善、
生徒の学習意欲の向上

＜評価の効果的な活用に向けて＞
⑵ 「指導と評価の一体化」の推進に対する支援

○ 実効性の高い学校評価の推進、地域への情報発信 ⑶ 実効性の高い学校評価の推進、地域への情報発信
○ 高校魅力化の取組の評価について、効率性・実効性の高い評価システ
ムの検討（ICTの活用など）

＜検討・構築から活用へ＞
⑷ 高校魅力化の取組に係る評価の効果的な活用の促進

＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞

○ 県外生徒の受入れ
＜受入れの継続＞

⑴ 県外からの生徒の受入れ

○ 県外生徒受入れのための寄宿舎等を連携して確保・整備 ⑵ 県外からの生徒受入れ施設等を市町村等と連携して確保・整備

○ 進路希望に応じた資質・能力等を育む観点から、多様な学びの保障に
向けた取組

◇前半期間の記載概要及び後半期間の具体的な取組項目

第１章　「生きる力」を育む魅力ある高校と地域づくりの推進
★ 地域に根ざした小さな高校が魁けた大きな教育効果を全県に広げ、全国に誇れる島根らしい魅力ある高校づくりを進める

１　学校と地域の協働体制の充実　（← 「１　地域協働スクールの実現」からの変更）

２　地域資源を活用した特色ある教育課程の推進　（← 「２　地域資源を活用した特色ある教育課程の構築」からの変更）

○ 課外における学びの場の工夫、部活動の活性化

○ 狭義の学力のみにとどまらない幅広い資質・能力の評価方法の研究

５ 「しまね留学」による県外からの生徒の受入れ（←『５　「しまね留学」の推進』からの変更）
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◇前半期間の記載概要及び後半期間の具体的な取組項目

１　「求める生徒像」の確立と入学者選抜方法の改善
＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞
○ 「求める生徒像」の確立及び情報提供
○ 各高校の魅力や特色が効果的に伝わる情報発信の方法検討

○ GDや英語等によるプレゼン等、推薦選抜における独自試験の導入検討
＜特色選抜の開始と継続的な検証・改善＞ ⑴ 各高校における特色選抜に係る新たな選抜方法の導入や出願要件

に関する継続的な検証と改善
○ 県教育委員会での成果・課題及び選抜方法の検討 ＜選抜方法の継続的な検証・改善＞ ⑵ 高校入学者選抜の在り方に係る継続的な検証と改善

２　特色ある学科・コースの設置による、主体的な学びの推進
（１）普通科高校
＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞
○ 各学校の実情や生徒進路に対応した教育課程の編成、新たな学科・
コース設置や学校設定教科・科目の開設検討

① 各高校の実情や生徒進路に対応した教育課程の編成、新たな学科・コース
設置や学校設定教科・科目の開設検討

○ 単位制の導入検討 ② 単位制の導入検討

○ 新たな魅力ある取組の研究 ③ 新たな魅力ある取組の研究

（２）専門高校
＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞

【新】 ① 地域や社会のニーズなど時代に応じた学科の設置や教育課程の編成を検
討

○ 施設・整備の更新・充実、専門科目担当教員の確保検討 ② 施設・整備の更新・充実、専門科目担当教員の確保検討

○ 先進的で高度な知識、技術の体験やSPHの指定 ③ 先進的で高度な知識・技術の体験による専門的職業人の育成

○ 地域課題解決型学習を通じた地域社会との関わり ④ 探究的な学びを通じた地域社会との関わり

○ 近隣高校との連携等による、新たな魅力ある取組の研究 ⑤ 近隣高校との連携等による、新たな魅力ある取組の研究

（３）総合学科高校
＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞
○ 教育課程を工夫し、新たな系列の設置等について研究 ① 教育課程を工夫し、新たな系列の設置等について研究

（４）定時制・通信制高校（課程）
＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞
○ きめ細やかな教育活動の推進及びキャリア教育の充実 ① きめ細かな教育活動の推進及びキャリア教育の充実

○ 新たな学校設定教科・科目の開設など教育課程を研究 ② 新たな学校設定教科・科目の開設など教育課程を研究

【新】 ③ 通信制高校の添削指導におけるデジタル教材の活用に向けた研究

【新】 ④ 通信制高校のオンデマンド教材などメディアを利用した教育の研究、面接
指導における対話的・協働的な学びの推進

（５）中高一貫教育校
＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞
○ 成果や課題の情報共有とコンソーシアム等において校種間のよりよい連
携のあり方検討 ① 校種間のよりよい連携の在り方の検討

○ 地域課題を解決できる人材の育成 ② 地域課題を解決できる人材の育成

３　生徒の主体性が発揮される高校づくりの推進
＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞
○ 生徒自身がよりよい高校づくりに参画できる活動支援 ⑴ 各高校における実践的な主権者教育

⑵ 各高校における積極的な生徒会活動

⑶ 各高校における生徒の学校運営への参画

４　教育上の配慮が必要な生徒の学びへの支援【新】
（１）学びのセーフティネットの構築
＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞
○ 全日制及び定時制課程への転学について、より柔軟な対応を課題を踏
まえ検討

＜国の新制度などを活用した取組の研究＞ ① 各高校における生徒一人ひとりの実情に応じた柔軟な履修及び単
位修得認定

○ 入学後の同一校内における学科変更について、各校の実情に応じて対
応
○ 通信制課程について、後期（10月）新入学の受入れについても検討 【新】 ② 帰国・外国人生徒等への日本語指導の充実

【新】 ③ 生徒一人ひとりの「学ぶ権利」を保障するための学校づくり

（２）インクルーシブ教育システムの推進
＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞
○ 校内委員会の機能強化、合理的配慮に基づく教育環境の整備 ① 合理的配慮の更なる理解啓発

② 生徒個々の教育的ニーズに応じた個別最適な学びの実践

○ 通級による指導充実、実施校拡大、担当教員の育成 ＜通級指導の充実＞ ③ 通級による指導の更なる充実
○ 「高校特別支援教育ネットワーク」の拡充 ＜連携の強化＞ ④ 高校間及び中学校・高校間での連携強化

５　ICTを活用した授業改善の推進
＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞

○ ICT環境の更なる整備や効果的な活用等を検討 ＜ICTを活用した教育庁における取組の推進＞ ⑴ ＩＣＴを活用した情報活用能力の育成と教員の指導力向上
○ スキル向上のための教員研修の実施、ICTの特性や強みを生かした学
習の充実

＜ICTを活用した各学校における取組の推進＞
⑵ 各高校におけるＩＣＴ活用教育の推進

第２章　生徒自らが選び、学び、夢を叶える高校づくりの推進
★ 主体的な学習を促し、個性、適性、志向性に応じた多様な学びを生徒一人一人が追求できる、魅力ある高校づくりを進める
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◇前半期間の記載概要及び後半期間の具体的な取組項目

１　地域別の高校の在り方

＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞

【新】 ① 地域における高校・学科の在り方や配置について検討し、適切な定員管理

＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞
○ 新しい学科等の開設や単位制の導入について検討

○ 地域における高校・学科の在り方について検討 ① 志願者数などの推移、入学者選抜制度改正を踏まえた適切な定員管理

（３）その他地域（松江、出雲地域を除く地域）
＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞
○ 地域と協働しながら魅力化・特色化を推進 ① 地域と協働しながら魅力化・特色化を推進

○ 新しい学科等の開設や単位制の導入について検討 ② 新しい学科等の開設や単位制の導入について検討

○ 地域における高校・学科の在り方や配置について検討 ③ 地域における高校・学科の在り方や配置について検討

 （３）松江市内普通科３校と通学区　⇒　削除
＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞
○ 2021年度入学者選抜より通学区を撤廃 【削除】

○ 各高校の独自の魅力化・特色化を推進及び中学生等への周知 【削除】

 （４）地域外入学制限　⇒　削除
＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞
○ 大田、浜田、益田の地域外入学制限の撤廃 【削除】
○ 松江北、松江南、松江東、出雲の制限は当面維持、適切な時期に在
り方を検討

【⑵へ移動】

＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞
○ 各高校において、魅力化・特色化を推進

○ 地域における高校・学科の在り方や配置について検討 ① 新設校準備委員会での検討
② 準備委員会の報告をもとに、生徒や地域にとって魅力的な高校の新設

２　教職員の働き方改革、教員の確保と育成
（１）教職員の働き方改革
＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞
○ 「教職員の働き方改革プラン」の推進、学校業務改善事例集の活用 ①「教職員の働き方改革プラン」の推進及び業務改善

○ 業務アシスタントの効果検証、配置拡充 ② 外部人材の活用や外部委託の推進

○ 部活動指導員の導入、地域指導者の活用

（２）教員の確保と育成
＜前半の具体的な取組＞ ＜後半の具体的な取組＞
○ 主幹教諭の配置について、効果検証の上、段階的に拡充 ① 効果検証の上、主幹教諭の配置の継続的な検討

○ 未開設教科・科目の解消に向けた教員加配を継続・拡大 ② 未開設教科・科目の解消に向けた教員加配の継続的な検討
○ 特別免許状の交付による任用・配置や特別非常勤講師の任用配置の
検討

③ 特別免許状の交付による任用・配置や特別非常勤講師の任用・配置の継
続的な検討

○ 教科指導充実のための講師の任用・配置の継続 ④ 教科指導充実のための講師の任用・配置の継続的な検討
○ 教員の養成や育成について、大学等と連携を密にし、養成プログラムの
研究を実施

＜教員採用の更なる取組推進＞
⑤ 教員採用試験制度の更なる見直し、積極的な広報

　　　＜離職・休職の防止に向けて＞
⑥ 若手教職員の不安解消、意欲向上に向けた取組

★ 将来を見通した各高校・指導の在り方の実現に向けた環境整備を推進する

（２）松江・出雲地域　（←「都市部（松江市、出雲市）」からの変更）

（４）江津地域における新設校の設置　（←「（５）浜田市、江津市の県立高校の方向性」からの変更）

（１）県立高校の在り方について【新】

第３章　将来を見通した教育環境の整備
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